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第１章 草津川跡地を取り巻く現況 

 

 

 

基本構想における草津川跡地の範囲は、草津川廃川敷地（JR東海道新幹線～メロン街道）L=5.7km

および琵琶湖からメロン街道までの河川敷（河川区域*）L=1.3km の合計 L=7.0km です。現状の草津

川跡地は幅員約 60m～110m、面積約 40.0ha となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-1 位置図 

1-1 草津川跡地の概要 

注：文中の＊は「参考資料 用語解説」で用語の解説を記載しています。 
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第１章 草津川跡地を取り巻く現況

 草津川跡地の航空写真 

図 1-4 航空写真（大津湖南幹線～上流）

図 1-5 航空写真（草津川跡地 河口部）

図 1-3 航空写真（弾正公園～上流部）

図 1-2 航空写真（JR琵琶湖線～JR東海道新幹線）  

国道 1号 

JR 草津駅 

東海道新幹線 

弾正公園 

JR 草津駅 

大津湖南幹線 
 

メロン街道 

湖岸道路 

草津川跡地 

草津川跡地 

草津川跡地 

草津川跡地 
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第１章 草津川跡地を取り巻く現況 

 

 

 

江戸時代 

旧草津川の天井川*化が顕著になるのは、江戸時代中頃からと
されています。また、江戸時代には東海道と中山道の 2 ヶ所の
渡し場があり、平常時には徒歩で、有水時には人足の背などに乗

り、川を渡っていました。 
旧草津川は流路が短く、すぐに砂が溜まってしまうので、雨等に

よって大量の土砂が草津川等の麓の河川に流れ込み、急激な川床の

上昇をもたらしていました。川床の上昇は、少量の降雨であっても、

流域に洪水の被害を生み出すことになります。これに対する即効的

な治水対策は、堆積した川床の土砂の掘り下げしかなく、掘った土

砂は川の両岸に盛られ、結果的に堤が高くなっていきました。 
このように、土砂の堆積作用と土砂の排除行為といった、自然および人為作用の両方の相乗作用

によって旧草津川は天井川化していきました。 

 

明治・大正時代 

明治時代、交通手段の多様化に伴い、旧草津川は交通を妨げる障

害物として問題となりました。そこで明治 19年に、本町と大路井の
通行の便を改善するためにトンネル(草津川マンポ)が建設され、現在
も人々の通行に供されています。明治 22年には旧国鉄東海道本線ト
ンネルも旧草津川の下に貫通しています。 
また、明治 43年、草津小学校の卒業記念として、旧草津川の堤防
に楓、桜の植樹が開始され、以後 6年間続きました。 
 

昭和・平成 

昭和以降も大雨や台風により幾度となく浸水被害が発生しました。特に、旧草津川の堤防が決壊し

た昭和28年の台風13号の災害では、3,400戸近くの家屋が浸水するという大きな被害を受けました。 
昭和 44年からは毎年 4月下旬に街道沿いで「草津宿場まつり」が開催されるようになりました。そ
して昭和 46年には現在の JR琵琶湖線複々線トンネルが旧草津川の下に貫通しました。 
平成 14年に草津川放水路（新草津川）に通水が開始され、旧草津川は廃川となりました。その後も、
桜を活かしたまちづくりの推進を目的に平成 18年に策定された「草津市桜憲章」等によって旧河川沿
いの桜並木の保全・活用等の取り組みが行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6 「草津川の渡し」の浮世絵 

図 1-7 草津川マンポ 

図 1-8 台風 13号により決壊した堤防 図 1-9 桜並木 

1-2 旧草津川の歴史 

注：文中の＊は「参考資料 用語解説」で用語の解説を記載しています。 
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第１章 草津川跡地を取り巻く現況

 

 

 

１）草津市全域の人口・世帯数の推移 

 

草津市の統計データより、草津市全域の人口・世帯数について、草津川廃川敷地整備基本計画が

策定された平成 14年度と平成 21年度とを比較したところ、人口は 6,800人程度、世帯数は 5,900

世帯程度増加しています。 
 
表 1-1 草津市全域の人口・世帯数 

人口 
年度 世帯数 

総数 男 女 

H14 43,266 113,796 57,643 56,153 

H21 49,177 120,632 60,701 59,931 

 

 

２）草津川跡地沿いの人口・世帯数の推移 

 

草津川跡地沿い 1km範囲内の町別にブロックを分け、草津市の統計データを用いて、人口およ

び世帯数について整理しました。 

平成 14 年度と平成 21 年度の人口を比較すると、JR 草津駅東側における人口の変動が著しく、

特に渋川、大路 1丁目、2丁目などで人口が 2,900人程度大幅に増加していることがわかります。

一方、草津地区では 400 人程度の減少がみられます。その他の地域ではあまり大きな変動があり

ません。 
 
表 1-2 草津川跡地沿川の町別人口 

 

H21.10.1 H14.10.1 
町名 

世帯数 人口 人口 

下笠町 1,044 3,277 3,228
北山田町 561 1,858 1,921
上  笠（１丁目～５丁目） 2,016 4,848 4,790
木川町 1,819 4,438 4,550
野  村（１丁目～8丁目） 2,671 6,000 6,129
西渋川１丁目 ／ 西大路町 2,752 6,230 6,344
草津町 ／ 西草津（1丁目～2丁目） 1,621 4,034 4,076
渋  川（1丁目～2丁目） ／ 若竹町 ／ 大  路（1丁目～2丁目） 3,542 8,136 5,284
大路３丁目 326 860 792
草  津（1丁目～4丁目） 1,600 4,005 4,411
東草津（1丁目～4丁目） 1,030 2,469 2,308 
青地町 1,766 4,533 4,269

合  計 20,748 50,688 48,102

1-3 人口・世帯数の状況 

※各年 10月 1日時点
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第１章 草津川跡地を取り巻く現況 

 

 

 

草津川跡地周辺の交通施設の状況としては、鉄道および主要道路（一般県道以上）などが整備され

ています。 

道路交通量・混雑度*については、「平成 17 年度道路交通センサス一般交通量調査交通量図*」より
抽出し、整理したところ、ほとんどの道路で渋滞が発生している状況です。 

また、草津市の統計データを参考に、JR 琵琶湖線の草津駅および南草津駅の利用状況を平成 14 年

度と平成 21 年度で比較すると、両駅とも利用者総数は 5～25％程度増加しています。 

 

 

 

 

１）都市計画公園* 
 

草津市の統計データを用いて、草津市全域における公園・緑地の箇所数と面積について平成 14

年度と平成 21 年度を比較したものが、「表 1-5 公園・緑地の箇所数および面積」です。これを見

ると市域における都市公園*が箇所数、面積共に順調に増加していることがわかります。ちなみに、
平成 21 年度における 1人当りの都市計画公園面積は 0.45 ㎡／人となっています。 

JR 琵琶湖線～JR 東海道新幹線区間沿川は、公園が整備されておらず、ゆとり空間の少ない状況で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-4 交通施設の状況 

都市公園 

都市基幹公園 住区基幹公園 

総合公園 街区公園 地区公園 
広域公園 都市緑地 年度 

箇所 面積 箇所 面積 箇所 面積 箇所 面積 箇所 面積 

H14 1 86,000 34 77,206 2 72,400 1 188,800 4 41,311

H21 1 99,000 38 89,967 2 96,400 1 188,800 6 64,157

都市公園 その他 

緑道 児童遊園 ポケットパーク 年度 

箇所 面積 箇所 面積 箇所 面積 

H14 2 7,896 169 65,175 17 16,970

H21 2 7,896 207 79,812 19 20,329

表 1-5 公園・緑地の箇所数および面積 （単位：箇所、㎡）

1-5 市街化の状況 

注：文中の＊は「参考資料 用語解説」で用語の解説を記載しています。 
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第１章 草津川跡地を取り巻く現況

 

２）避難所 

草津川跡地周辺で指定されている避難所および広域避難所*については、被害想定に基づき指

定していますが、避難所としての機能の充実を図る必要があることや一時集合場所の確保、さ

らに通勤・通学者や観光者など帰宅困難となった方への避難場所の提供も想定しておく必要が

あります。 

 

３）用途指定* 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）指定文化財等 

草津市域には、平成 22 年 12 月現在、87 件の国・県・市指定文化財ならびに国の登録文化財が

所在しています。特に、草津川跡地周辺の旧街道沿いには、国指定史跡の草津宿本陣や石造道標（草

津市指定文化財）などの街道に関連する文化財のほか、多くの歴史遺産が残されています。 

草津川跡地周辺の用途指定状況については「図 1-10 用途指定状況」に示す通りです。 

JR 琵琶湖線東側の駅周辺は商業地域、野村および青地町付近の一部は工業地域、その他の地域

では住居専用地域となっています。 

図 1-10 用途指定状況 

凡 例 

注：文中の＊は「参考資料 用語解説」で用語の解説を記載しています。 
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第１章 草津川跡地を取り巻く現況

 

草津川跡地の自然環境の特徴を「図 1-11 自然環境・景観状況」に整理しました。 

大江霊仙寺線から国道 1号付近にかけて両岸に桜が立ち並んでおり、桜の観光スポットとなっています。また、山田小学校から下流付近において、河川敷地内に樹木群がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-6 自然環境・景観の状況 

琵琶湖 

①

④② ⑤

⑨

③

⑦

⑧

⑥

図 1-11 自然環境・景観状況 

＜凡 例＞ 

：眺望方向と写真番号 ①

：樹木群 

：桜 

１ 2 3 4 

5 6 7 8 9 
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構想の位置づけ 

第２章 
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第２章 構想の位置づけ 

 

 

 

河川改修の経緯 

天井川*であった旧草津川では、洪水の際に大規模水害の発生が懸念されていました。昭和 46

年に琵琶湖総合開発計画の中小河川改修事業に採択されたことで、草津川放水路（新草津川）の平

地河川化が始まりました。平成 14 年に新草津川に通水がはじまり旧草津川は廃川となりました。

こうしてできたのが、草津川跡地です。 

 

表 2-1 河川改修の経緯 

昭和 46年 4月 琵琶湖総合開発計画の中小河川改修事業に採択 

昭和 57年 4月 工事着手 

平成 4年 4月 草津川放水路事業が国の直轄事業となる 

平成 14年 7月 新草津川に通水開始 

平成 15年 4月 旧草津川が国から県に譲渡 

平成 21年 4月 新草津川の管理を国から県に移管 

 

草津川跡地の利用計画策定の検討経緯 

草津川跡地の利用については、平成 11年に「草津川廃川敷地利用計画検討協議会」が設置され、

歴史的空間、緑地、道路、防災空間等の幅広い跡地利用について検討が進められました。この間協

議会は、跡地利用計画に学識経験者や地域住民等の意見を反映させるため、「草津川廃川敷地利用

計画検討懇話会」を設置しました。懇話会では、市民のみなさんを対象とした公開フォーラム等を

踏まえ、平成 13年に「跡地利用に関する提言」を取りまとめました。 

平成 14年には、提言とそれ以降に出された様々な提案や要望を踏まえながら、協議会が「草津

川廃川敷地整備基本計画」を取りまとめ、将来の跡地利用のための基本的な方向性を示しました。 

 

表 2-2 草津川跡地の利用計画策定の検討経緯 

平成 11年 草津川廃川敷地利用計画検討協議会の設置 

平成 12年 利用計画懇話会を設置 

平成 13年 「跡地利用に関する提言」のとりまとめ 

平成 14年 「草津川廃川敷地整備基本計画」を策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-1 これまでの経緯 

注：文中の＊は「参考資料 用語解説」で用語の解説を記載しています。 
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暫定利用に関する経緯 

草津川跡地は、地域住民に親しまれる憩いの場であり、整備計画が実施されるまでの間、地域の

財産として、地域住民と行政との協働による暫定的な有効活用や、適切かつ良好な維持管理が行な

われています。 

 

平成 15 年度に、県と市で道路等の管理区分を決めるため、「草津川廃川敷地の管理に関する協

定書」を締結しました。この協定期間は、具体的な土地利用に伴う工事が実施されるまでとされて

います。 

平成 16年度には、地域住民の代表や各種団体の代表、公募委員、草津市、栗東市、滋賀県を交

えた「草津川廃川敷地の管理・活用を考える協議会」が設置され、草津川跡地の暫定活用について

6回の会議が行われました。 

平成 17年度には、前年度の協議会の結論をとりまとめた報告書が提出され、その報告書にもと

づいて「草津川廃川敷地の管理・活用にかかる運営委員会」が設置（平成 17年 8月 25日に施行）

されました。ここで草津川跡地の暫定活用について維持管理を含め滋賀県と活用団体が協定を締結し

ました。 

平成 19年度に、県と市で「草津川廃川敷地の管理および暫定活用に関する協定書」を締結しま

した。管理協定による区域は、木川川原線（新田橋）～大路 16号線（草津川線）間の約 1.7kmで、

管理協定の期間は、具体的な土地利用が実施されるまでとされています。 

平成 20 年度には、市が暫定整備をするために前年度の協定書を変更し、「草津川廃川敷地の管

理および暫定活用に関する変更協定書」として締結しました。 

さらに、同年 9月～12月にかけて今後草津川跡地の暫定整備を進めていくための「ワークショ

ップ*」が 4回開催され、地元住民のみなさんの意見を取り入れた「市民提案図」が作成されまし

た。 

 

表 2-3 暫定利用に関する経緯 

平成 15年度 「草津川廃川敷地の管理に関する協定書」の締結 

平成 16年度 「草津川廃川敷地の管理・活用を考える協議会」の設置 

平成 17年度 「草津川廃川敷地の管理・活用にかかる運営委員会」の設置 

平成 19年度 「草津川廃川敷地の管理および暫定活用に関する協定書」の締結 

平成 20年度 

「草津川廃川敷地の管理および暫定活用に関する変更協定書」の締結 

全 4回の「ワークショップ」の開催 

「市民提案図」の作成 

注：文中の＊は「参考資料 用語解説」で用語の解説を記載しています。 
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草津川廃川敷地整備基本計画 

草津川廃川敷地整備基本計画（平成 14年 5月策定）は、一般市民を対象とした公開フォーラム等

の結果や住民から寄せられた提案、要望を踏まえ、「草津川廃川敷地利用計画検討協議会」（平成 11

年設立）がとりまとめたもので、将来の草津川跡地利用のための基本的な方向付けを示すものです。 

長期的な視点に立った計画策定を行い、公共的な利用を基本としながら、今後の時代の流れの中でその

要請に追随できるような余裕のある空間として草津川跡地を残していくことが基本方針とされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2 上位・関連計画との関係 

“4つの導入機能” 

利用コンセプトのもと、「歴史的空間」の保全、「緑」の機能、「交通」の機能、「防災」の機能の導

入が目指されています。 
 
○「歴史的空間」の保全 

歴史的空間であり、文化財的な価値を高く評価される天井川*を保全し、地域の貴重な財産として
地域の活性化に役立つような保全の方法を探っていく必要性が述べられています。 
 
○「緑」の機能 

河口～メロン街道間の約 1.3kmの区間をビオトープ*として保全するとともに、上流区間について
も里山的な空間として極力保全していく方針が述べられています。その中で、適切な維持管理を継続

しながら、自然学習の場としての活用を図り、緑のネットワークの形成、既存公園・都市施設*との
連携を目指すとされています。 

 
○「交通」の機能 

廃川敷地において、新しい環境共生道路「緑の中の道路」の実現、道路ネットワークの改善、歩行

者ネットワークの改善を図る目標が掲げられています。道路計画の検討においては、将来の交通需要

予測*や PI*（パブリックインボルブメント）手法も考慮し、住民のみなさんとの合意形成を踏まえ
ながら、進めていくことが述べられています。 
 
○「防災」の機能 

都市防災機能の向上のための防災空間として廃川敷地の活用を図るビジョンが示されています。具

体的には、災害時の避難場所や避難経路、災害復旧・救援時の緊急輸送路として積極的に活用し、防

災計画上改めて位置付けをしていくとともに、金勝川合流点付近は、防災公園として活用することが

述べられています。また、道路整備の際には、共同溝*の設置によるライフライン*の地中化、防火水
槽の設置等による防災機能の強化を図る案も提示されています。 

“利用コンセプト” 

「将来の豊かな空間整備（ゆとり、うるおい、活力、安心）」 

注：文中の＊は「参考資料 用語解説」で用語の解説を記載しています。 
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第 5次草津市総合計画 

第 5次草津市総合計画（平成 22年 3月策定）は、「出会いが織りなすふるさと“元気”と“うるおい”
のあるまち草津」を将来ビジョンに、市の長期的なまちづくりの方向性が示された計画です。この計

画は、基本構想と基本計画の 2 部で構成しており、それぞれの概要および草津川跡地の位置づけは
以下のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“基本構想” 

基本構想の中では、「将来ビジョン」と「まちづくりの基本方向」、「行政の姿勢と役割分担」に

ついて述べています。また、市域を 3つのゾーンに分けた「まちの構造図」のイメージを描いてい
ます。 
 
○ まちづくりの基本方向 

将来ビジョンに基づいて、「「人」が輝くまちへ」、

「「安心」が得られるまちへ」、「「心地よさ」が感じ

られるまちへ」、「「活気」があふれるまちへ」という

4つのまちづくりの基本方向を示しています。 
 
○ まちの構造図 

市内に「にぎわい拠点」、「学術・福祉拠点」、「湖

岸共生拠点」の 3つの都市拠点と、「まちなか環状道

路」、「ひがし環状道路」、「にし環状道路」の 3 つの

環状道路を設けるとともに、「うるおいネットワー

ク*」として「緑のみち」、「水のみち」、「歴史のみち」

を形成し、それぞれの拠点をつなぐ計画を掲げてい

ます。 

“基本計画” 

基本計画の中では、ふるさと草津の心（シビック・プライド）をつくるための「3つのリーディン

グプロジェクト」を掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

●地域の「福祉力」の向上 
●地域の防犯・防災力の強化 

水と緑と文化に満ちた暮らしのプロジェクト 

はつらつ草津の未来プロジェクト 

市民が学んで築く地域プロジェクト 

・市民文化の拠点づくり 
・市民文化を未来につなぐ活動への支援 
・草津川廃川敷地を利用した憩いの空間づくり 

・「くさつエコ・ミュージアム*」の展開 
・「うるおいネットワークづくり」 

・「草津ブランド」の強化 
・市内産業の集積・ネットワーク化の促進 
・滋賀の魅力拠点となる“まちなか”づくり 

・「農」に親しむ交流活動促進 
・草津の暮らしを楽しむ観光プロデュース 

・子供の育ち・学びの応援 
・地域と大学が連携するまちづくり 
・地域社会における“新しい段階”の市民自治づくり 

図 2-1 3つのリーディングプロジェクト 

注：文中の＊は「参考資料 用語解説」で用語の解説を記載しています。 
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草津川跡地の位置づけ 

基本構想は、平成 14年度に策定された草津川廃川敷地整備基本計画での考え方を基本

に、草津川跡地の利活用の基本方向が示された第 5次草津市総合計画を上位計画として

位置づけています。上位計画からもわかるように、草津川跡地はそれぞれの計画の中で

都市に憩いや安らぎを与える貴重な緑資源として捉えられていることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5次草津市総合計画では、草津川跡地を「うるおいネットワーク*（緑のみち）」と

して位置づけ、４つの役割を担うことを示しています。 

 

 

  
JR琵琶湖線

まちなか

環状 
旧街道 

琵琶湖 

栗東市 

まちなか

環状 
まちなか

環状 

草津駅 

中心市街地エリア 

うるおいネットワーク「水のみち」（葉山川） 

水と緑に憩い、安らげる空間 

うるおいネットワーク「緑のみち」（草津川廃川敷地） 

にぎわい拠点 

にぎわい拠点 

大津湖南幹線 
大江霊仙寺線 

国道 1号 

南草津駅

共生ｿﾞｰﾝ まちなかｿﾞｰﾝ 文化・交流
ｿﾞｰﾝ

図 2-2 草津川跡地の位置づけ 

中心市街地の魅力向上 

中心市街地・湖岸間の快適な移動 

歴史資源の総合的な活用 

憩い・安らぎの空間 

注：文中の＊は「参考資料 用語解説」で用語の解説を記載しています。 
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草津市都市計画マスタープラン 

草津市都市計画マスタープラン（平成 18年 3月策定、平成 22年 6月一部変更）は、平成 32年

における草津市の都市の将来像や土地利用、地域ごとのまちづくりの方針等を定め、市の都市計画

の総合的な指針としての役割を果たすものです。全体構想と地域別構想の 2 部からなり、それぞれ

の中で草津川跡地の位置づけを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“地域別構想” 

地域別構想では、市域を「常盤地域」、「笠縫地域」、「山田地域」、「草津地域」、「志津地域」、

「老上地域」の 6つに分け、地域別に構想を整理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

“全体構想” 

全体構想では都市づくりの基本テーマを「ゆとりと活力のある生活実感都市 草津～美しく魅

力あふれる都市空間をめざして～」とし、①安全で安心できる都市の形成、②立地特性を活かし

た賑わいと活力ある都市の形成、③歴史と調和した美しく潤いのある都市環境の形成、④人にや

さしく環境に配慮した都市空間の形成、⑤協働によるまちづくり文化の醸成を都市づくりの目標

として掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

草津川跡地の位置づけ 

マスタープランが掲げる平成 23 年における草津市の｢将来都市構造図｣において、草津川

跡地を都市の骨格を形成する環境軸として位置づけています。将来の環境軸として、琵琶湖

湖岸を連続的に結ぶ広域環境軸と草津川、葉山川、北川、狼川、草津川跡地、国道 1号、京

滋バイパス、（都）大津湖南幹線および（都）山手幹線等を利用した基幹環境軸により、水と

緑のネットワーク*を形成する目標を示しています。 

草津川跡地の位置づけ 

＜笠縫地域＞ 
“みどり豊かな「農」空間と潤いある「住」空間が調和するまち”を将来イメージに掲

げた笠縫地域では、草津川跡地の堤体切下げによる道路拡張等を含めた道路としての有効

活用の検討や、廃川敷地の桜づつみを保全・有効利用していくことを示しています。 
 

＜山田地域＞ 
“グリーンベルトに囲まれた美しい農業景観を守るまち”をイメージとした山田地域では、草

津川跡地と草津川、伯母川、琵琶湖湖岸によるグリーンベルト形成の将来像を示しています。

＜草津地域＞ 
“歴史資源を魅力として活かしながら住・商の共生が活力を高めるまち”を将来イメ

ージとした草津地域では、草津川跡地に一次避難地*を配置する計画について触れていま
す。また、草津宿本陣周辺での歴史性のある空間の形成や、観光客の利便性向上のため

の駐車場の確保、市街地に隣接する緑地空間の形成を検討していくことを述べています。

注：文中の＊は「参考資料 用語解説」で用語の解説を記載しています。 
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第 2次草津市緑の基本計画 

「第 2次草津市緑の基本計画」は、長期的な視野に立って、緑とオープンスペース*の将来像や目
標を定め、実現するため基本計画として平成 22年 9月に策定しました。草津市の緑環境に関する現
状と課題、理念と目標、施策、緑化重点地区、計画推進の方針を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草津市地域防災計画 

昭和 39年に策定し、平成 19年 11月に改定した「草津市地域防災計画」は、草津市の地域での地
震災害・風水害に関連する災害予防、災害応急対策および災害復旧を実施することにより、草津市の

地域や住民の生命、身体、財産を災害から保護することを目的とした計画です。 
 

 

 

“基本方針と基本施策” 

「守る」、「つくる」、「育てる」を基本方針とし、みどりの将来像実現のための 22 の基本施策を掲げ
ています。 

 

 

 

 

“まちなかのみどり” 

草津駅、南草津駅を中心とするエリア（大津湖南幹線と、東海道新幹線及び名神高速道路に挟まれた

範囲）に設定した「まちなかのみどり」では、多くの市民が身近にみどりにふれあうことができる「ま

ちなかのみどり」の創出を謳っています。 

 

 

 

 

草津川跡地の位置づけ 

歴史的な資源も含め草津川跡地を活用し、中心市街地の魅力を高めると共に、中心市街

地・湖岸間を快適に移動でき、憩いの空間が整えられた「みどりのみち」として位置づけ、

整備の方向性を検討することを述べています。 

草津川跡地の位置づけ 

草津川跡地は、市域に残された貴重なみどりの資源かつ、地域の歴史・文化を育んでき

た環境資源、生活の安全と安心を守る防災空間として位置づけ、その整備と活用、次世代

への継承方法検討の必要性を述べています。 

草津川跡地の位置づけ 

防災対策の推進方向の中で、草津川跡地を延焼阻止のための緩衝緑地や市街地に残存

する貴重な緑地として位置づけています。 

“理念と目標” 

計画のテーマとして、｢パートナーシップ*で育む緑住文化都市 ひと・都市・自然が交感する み
どりのまち 草津｣を示しています。基本方針は、「守る」、「つくる」、「育てる」という 3つの視点か
らなり、相互に関連しあい、基本理念の実現を目指すものです。 

“みどりの将来像” 

草津の将来として、草津市域を「水辺と田園のみどり」、「まちなかのみどり」、「山手丘陵地のみど

り」の 3つのゾーンに分け、これらを結ぶ軸として「みどりのみち」、「水のみち」という 2つの骨格
を設定しています。 

注：文中の＊は「参考資料 用語解説」で用語の解説を記載しています。 
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